
単施設研究用 

研究課題名「青年期にある看護学生の自己理解と共感性の関連」に関する 

情報公開 

１．研究の対象 

名古屋大学医学部保健学科看護学専攻に在籍する学生約320名のうち、本研究への 

参加の同意をいただいた方 

２．研究目的・方法・研究期間 

【研究意義・目的】 

共感は、患者との信頼関係構築を促す看護の基本的能力として、看護学生の共感性育成

が期待される一方、多くの看護学生の年齢は、共感性の発達が停滞しやすいとされる青年

期にあります。看護師が患者へ共感的に関わるため必要とされる自己理解は、青年期の自

我同一性の確立を促すとも言われています。よって、青年期の看護学生の自己理解は、共

感性を高め、患者を深く理解し共感的に関わることを促すと考えられます。 

本研究は、看護学生の共感性について明らかにすること、また、看護学生の自己理解と

共感性の関連性について明らかにすることを研究の目的としました。 

【研究方法】 

研究者が、研究対象である学生の皆様のみが使用する LINE 内の各学年のグループトー

ク(以下、LINE グループトーク)に、本説明書、情報公開文書および Googleフォーム上の

質問票のリンクを添付し、研究目的、調査方法、質問内容などの説明が記載されているメ

ッセージを送信させていただきます。本研究は医学部保健学科看護学専攻の学生の皆様の

みを対象とするため、本研究の調査内容や質問票へのリンクを研究対象者以外の方に教え

たり、外部に流出したりすることがないようお願いいたします。本研究の対象者は大学生

ですが、未成年の方も研究の対象とさせていただきます。そのため、事前に名古屋大学大

学院医学系研究科 総合保健学専攻・医学部保健学科サイト内にある「生命倫理審査委員

会保健学臨床・疫学研究審査委員会」ホームページの掲載、および送信する際のメッセー

ジへの添付にて、本研究について情報公開をさせていただき、親権者の方や未成年後見人

の方が拒否できる機会を保障いたします。回答が終了しましたら、Googleフォーム上の質

問票のページ最下部にあります送信ボタンを押していただきたくお願い申し上げます。回

答所要時間は 15 分程度です。回収されたデータは、全てパソコンで処理し、パーセンテ

ージで示します。分析した内容は表にて示します。 

【研究期間】 

生命倫理審査委員会保健学臨床・疫学研究審査委員会承認後～令和3年3月31日 



 

 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

情報：学年、年齢、性別、家族との同居状況 等 

調査内容や質問票へのリンクを送信する LINEグループトークは、研究対象者である医学

部保健学科看護学専攻の学生の皆様のみが利用しています。また、本研究は医学部保健学

科看護学専攻の学生の皆様のみを対象とするため、本研究の調査内容や質問票へのリンク

を研究対象者以外の方に教えたり、外部に流出したりすることがないよう、学生の皆様に

お願いをいたします。LINEグループトークを用いる際には、研究者の LINEアプリ設定内「プ

ライバシー管理」にて、LINEアプリのパスコードロック・メッセージの暗号化機能・コミ

ュニケーション関連情報の提供拒否を設定することで、研究における LINEアプリ使用の安

全性確保を確保し、プライバシーを保護します。名前を記載しない Googleフォーム上の質

問票を使用し、メールアドレスの収集を行わないため、個人の結果が明らかになりません。

Google フォーム上の質問票は、2 段階認証を行う Google アカウントにて管理いたします。

回答後に関して、質問票調査による Googleフォーム上の回答データの閲覧にはパスワード

認証を使用し、研究担当者と研究責任者以外のアクセスを制限します。研究によって得ら

れた電子データはパスワードを設定したパソコン、ファイルに入れて保存・管理し、研究

関係者以外のアクセスを制限します。また、得られた情報は研究担当者と研究責任者のみ

が取り扱います。また、本研究について、看護の関連学会で発表、雑誌投稿させていただ

く際は、学校名や個人が特定されないように配慮いたします。 

 

４．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

 ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、情報が当該研究に用いられることについて対象者もしくは対象者の代理人の方に

ご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出ください。

その場合でも対象者の皆様に不利益が生じることはありません。 

 

  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

研究責任者： 

名古屋大学医学部保健学科看護学専攻 発達看護学講座 

教授      入山 茂美 

〒461-8673   名古屋市東区大幸南 1－1－20 

TEL/FAX     052-719-1547 

研究担当者： 

名古屋大学医学部保健学科看護学専攻 

4年     羽賀 真生子 



 

 

 

 

苦情の申し出先：名古屋大学医学部保健学科 総務係  

TEL          052-719-1504 

 

 

 




